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つ ら 第145号 (2) 
一〉

カ込

っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
て
少
年
を
非
行

か
ら
守
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
。

ょ‘ の
よっ

。

。。

昭和� 57年 7月1日

家
庭
で
の
注
意
事
頂

少
年
た
ち
に
と

っ
て
、
非
行
に
走

リ
や
す
い
夏
休
み
。
家
庭
で
は
、
次

つ
な
い
門
…
に
卜
分
気
を
つ
け
ま
し

①
勉
強
や
遊
ひ
も
ど
の
日
程
表
を
子

供
た
ち
に
作
ら
せ
、
け
じ
め
の
あ

る
生
活
を
さ
せ
ま
し
ょ
う

②
ブ
十
供
が
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
行

き
先
を
叫
聞
か
め
、
夜
遊
び
は
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

③
家
庭
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
よ

ぅ
、
少
な
く
と
も
毎
日

一
回
は
家

族
そ
ろ

っ
て
だ
ん
ら
ん
す
る
機
会

を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
惑
に
負
け
な
い
勇
気
を
伸
ば
し
、

少
年
非
行
の
現
状

低
年
齢
化
が

層
進
む


一

昨
年
、
刑
法
犯
で
検
挙
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
十
八
万
四
千
九

一

百
二
人
(
前
年
比
一
万
八
千
八
百
二
十
九
人
、
一
一
・
五
軒
増
)

一

と
戦
後
最
大
を
記
録
し
ま
し
た
。

一

刑
法
犯
少
年
の
年
一
節
別
構
成
を
み
る
と
、
十
四
歳
が
全
体
の
二

一

五
・
六
山引
を
占
め
て
最
も
多
く
、
次
い
で
十
五
歳
、
十
六
歳
の
順

一

に
な
っ
て
い
ま
す
。

刑
法
犯
少
年
の
年
齢
別
の
推
移
を

み
て
感
じ
る
の
は
、
十
四
歳
、
十
五

売
春
や
不
純
な
性
行
為
な
ど
、
性

歳
、
十
六
歳
は
著
し
い
増
加
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
、
十
七
歳
、
十
八
歳
、

十
九
歳
は
お
お
む
ね
横
ば
い
な
い
し

減
少
傾
向
に
あ
り
、
非
行
の
低
年
齢

化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

~…一

VVV

一

少
年
非
行
の
特
徴

少
年
が
増
加
し
て
い
る
。

非
行
で
補
導
さ
れ
る
女
子
少
年
か

増
え
て
い
る 
(中
・高
校
生
が
全
体

の
半
数
以
上
を
山
め
る
。)

 

非
行
に
走
る
家
出
少
年
が
急
増
し
、

最
近
で
は
女
子
が
男
子
を
上
回

っ

て
い
る
。

万
引
き
や
自
転
車

・
オ
ー
ト
バ
イ

中
山
川
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
砂
遊
び
型
非

行
。
が
激
地
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

そ
れ
で
は
ど
の

い
わ
ゆ
る
、
せ

っ
ぱ
詰
ま
っ
た
犯
罪

少
年
人
口
に
対
す
る
割
合
で
み
ま

す
と
、
千
人
当
た
り
十
八

・
六
人
が

刑
法
に
触
れ
る
犯
罪
で
補
，
市
守
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

て一

・
五
人
増
、
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

成
人
を
含
め
た
刑
法
犯
の
中
で
、
少

年
の
割
合
は
四
四

・
二
打
(
前
年
比

一
・
八
行
地
)
と
、
こ
れ
ま
た
戦
後

般
高
の
悲
し
む
べ
き
数
字
と
な

っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

中
学
生
を
中
心

動機の単純な

遊び型非行が増加

V よ
-
つ
な
非
行
が
多

い
の
か
、
品
取
近
の

少
年
非
行
の
特
徴

を
み
て
み
ま
し
ょ

、つ
。 

で
は
な
く
、
ほ
ん
の
思
い
つ
き
ゃ 

H

遊

と
も
言
え
る
少
年
非
行
が
増

え
て
い
る
こ
と
て
す
。

H

び
型 

と
し
た
校
内
暴

答
察
で
は
非
行
少
年
を
で
き
る
だ

け
早
く
発
見
し
、
非
行
の
芽
を
早
い

う
ち
に
つ
み
と
る
た
め
の
補
導
活
動

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大

切
な
こ
と
は
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、

地
峡
社
会
が
お
互
い
に
手
を
取
り
合

力
が
増
え
て
い

る
。

シ
ン
ナ
ー
や
党

せ
い
剤
な
ど
薬

物
を
乱
用
す
る

友
達
か
ら
誘
わ
れ
て
も
断
る
こ
と

が
で
き
る
強
い
意
志
を
育
て
る
よ

う
に 
η

し
つ
け
教
育
。
に
重
点
を

お
き
ま
し
ょ
う
。 

V

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
力 

付
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ

l

F

昭和戦後最悪を記録 56年

犯罪者の44%を占める

昭和57年度市町村振興宝くじ

一7月15日から受付開始-
Oスポー ティカー付 「サマージ

ャン ボ� j(別称市町村振興宝く

じ)発売。� 

3，000if円がなんと� 130本

前後賞合わせて� 4.000万円� 

7月15日から予約受け付け開

企ム
目 。� 

o 7月15日からスポーティカー� 

(外事)付の 「サ 7 ー ジャ ンボ

宝 くじ )の受け付けが開始さ

れます。

収益金は22かな住みよい私た

ちの街づ くりに役立てられます。

申込方法などくわしいことは，� 

7月15日(木� )の新聞(朝刊�  )紙上

に発表されます。 4
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
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MUS04
テキストボックス
動機の単純な遊び型非行が増加



(3) 第145号� カ為 ペ〉 つ ら 昭和57年 7月 1日

V
学
習
形
態

ー¥

学習内容

老後筆活のすごし方社会経済健康管

コス名

事現養講座
理時事問題人権奇童福祉のこころ

(全員共通〉
老人のスポーツその他 


園差コース 
 花井野菜盆栽しい疋け栽庖
選

歴史 ・文化 歴史 ・文化 ・史蹟 ・民俗択

手当 すみえ ネクタイ� -人形など手工芸コス
巴

食畠加工コース 食昂の加工と貯恵
」� 

V V

V

e

「愛の血液助It合い遅勤J

.7月刊日一31自国

夏場は皿濯ガ不足しがちです。

行楽に行く前にまず献皿を。

試
験
場
所

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

改
植
事
業
の
申
し
込
み

応
募
資
格

入
学
金
・
綬
業
料

社
会
活
動
の
指
導
に
あ
た 
る
意
志
が

申
込
方
法

み
か
ん
か
ら
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
へ

の
優
良
系
統
へ
の
改
植
対
策
事
業
」

の
二
つ
に
分
か
れ
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

内
谷
的
に
は
よ
く
似
た
事
業
で
す

が
別
表
の
説
明
を
熟
知
さ
れ
、
お
ま

ち
が
い
の
な
い
よ
う
期
日
ま
で
に
必

ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
凶
年
度
か
ら
う
ん
し
ゅ

う
み
か
ん
の
生
産
過
剰
対
策
の

一
環

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
「
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
図
転
換
対
策
事
業
」
と

五
十
六
年
二
月
の
大
寒
波
に
よ
り
激

じ
ん
な
被
害
を
受
け
た
う
ん
し
ゅ
う

み
か
ん
図
を
優
良
系
の
う
ん
し
ゅ
う

み
か
ん
に
改
植
す
る
、
「
う
ん
し
ゅ
う

募
集
し
ま
'

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
学
生

昭
和
五
十
七
年
度
徳
島
県
シ
ル
バ

ー
大
学
校
の
学
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。 

ア
開
校
は
八
月
四
日
制
の
予
定

イ
修
業
年
限
は

一
年
。
毎
週
水

胤
日
が
登
校 

(受
講
)
日
で
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

ウ
会
場
徳
島
老
人
福
祉
セ
ン

①
鎌
記
試
験

②
実
地
試
験 

県
立
城
南
高
校

保
育
専
問
学
院 

受
付
期
間

昭
和
五
十
七
年
七
月
八
日
か
ら

七
月
十
四
日
ま
で
。

タ
|
(
徳
島
市
庄
町
一

一
目
) 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
徳
島
県
福
祉

l

V

入
学
金
・
授
業
料
は
無
料
で
す
が
、

満
六
十
歳
以
上 

(大
正
十
一
年
四

月

一
日
以
前
生
ま
れ
)
の
男
女
で
学

習
意
欲
が
あ
り
、
卒
業
後
は
、
地
域

テ
キ
ス
ト
代
、
選
択
コ
ー
ス
の
笑
習

に
要
す
る
材
料
費
な
ど
は
自
己
負
担
。 

生
活
部
社
会
福
祉
課 

(徳
島
市
万
代

町

一
丁
目
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
十
日
ま
で
に

あ
る
方
。 

役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

うんしゅ長うみ刀んガらうんしゅう長
うんし0うみかん圏磁換対策事業よ旨竺子 力ん0)1来続へのiY謹対策事葉� 

56年� 2月の大寒波を受け理由
甚な被害を被つ芝うんしゅ
うみかん闘を、このさい、優

策の事業でうんしのうみかんを減らす。
良系のうんしのうみガんlご
改値させる。

うんし0 つみかんを伐係、阪慢し、つhJし つんしゅうみかんを伐係 

事業の内容 
 のうみかん以外のかんきつ類や若葉県樹、 }友恨し、優良系のうんしゅ

常緑果4旬、花木績を煩栽するもの。 うみかんを福栽するもの。

①悶胞の対象面積Ict1力所愚i!i2a以上 をに同じく疋だし④を除、< :>0
でJjg続きであること。
②衛1年度までの事業で補助をもらってい

ない闇Jjgであること。
③百本の購入|草原則として事業主係を通 


条� 1牛
 じて買っているものであること。
〈個人で苗木を購入し、すで|こ支払い
を済ませているもの1<1だめです。移築
主体の但当者とよく相桜してくださしゅ

④新しく苗木績を備栽~るものについて

は躍畳間旭区邸内のこと。

自分の所属写る農業協同組合孟自分の所属司る鰻業協同組合申し込み先
疋16-鶴湾量産事o!Bi組合(商協〕

勝草書� 8月 5日 生艇8周� 5巴� E再曹8~55 主賓865ヨ芭:"8司5E申し込 み 期 日

申し込ゐ同Itlの配布

事業震の10分の5以内 


繍 勘 率

伐採�  i友恨事禦貨の10分の5以内
苗木を恒殺 事築賓の10分の6以内

|…

高 }妾定 宮員

をに同じ。

はど¢白川直内容を白号し、正式の申し込
み用紙(2奴〉には住所、氏名のみを自聖書

予備の申し込み用紙に住所、氏名、園地名

Vし仙すi奈印をする。
さらに事築実1iili音量約趨!こも白書、原印し
申し込み金(10a当たり 1万円〉を添え、
事提主俸の窓口まで申し込むこと。

申し込み万法

。申し込み金Ict自己負白金の一部としま
す刀、事業ガできなかっ疋湯合に1<1!必 

をに[司じ。

要経費を差し引き残額を返却します。 まとはそ才1に当事するHi1
。正式の申し込み用紙は計画変更があっ 度の被害で適切主主肥料

早 -1備 ち
管理Iこよっても正常に

らっておくものです。� 
疋とき2枚必要となるので院もっても

i卑し広い闘をいう。

。現抱縫毒患には必ず鏑主の立ち会いをお
願いします。

うんし唱うみかんの恒常的芯生産量週彊リ対
目 的

l iア月 こ邑事繋王 本ガら配有する予定で<:;f をに同じ。o

学
習
内
容

別
表
の
と
お
り

各事業主体まだ1<1町産業課宮でお疋すね をに同じ。
不明な点 ください。

昭
和
日
年
度

徳
島
県
保
田
試
験

試
験
日

V

八
月
三
日 
1
四
日

八
月
五
日

①
畿
記
試
験

②
実
地
試
験

V

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
愛の血液助け合い運動



州

当

児
童
手
当
と
特
例
給
付

〔
児
童
手
当
〕

三
人
め
の
子
供
が
生

ま
れ
る
と
児
童
手
当
の
受
給
資
絡
が

得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
所
得
が
一

|夏の愛通安全運動 l
交
通
ル
�
 l

昭和57年� 7月� 1日 1;込 竺〉 ワ ら 第145号 (4) 

， 

定
限
度
を
越
、
え
る
と
資
絡
を
喪
失
し

ま
す
。

B表� 0560万円(6人世帯収入)

j夫獲思lJij苓の 所得ベース 収入ベース� 

O 人� 378.7:お同258 万同� 

287 415 

316 451.252 

345 487.53 

4 374 523.75 

4035 560 

4326 596.25 

4617 628.9 

490 661.18 

7
月
日
日

例
年
、
夏
に
は
暑

さ
に
よ
る
疲
労
、
子

供
の
学
校
か
ら
の
解

放
、
レ
ジ

ャ
ー
交
通

の
増
加
な
ど
に
よ
り

交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

そ
の
う
、
ぇ
、
最
近

飲
酒
運
転
、
無
謀
運

転
に
よ
る
重
大
事
故

が
続
発
し
、
ミ
ニ
バ

イ
ク
運
転
中
の
事
故

も
ま
す
ま
す
増
加
傾

向
に
あ
る
と
い
う
極

め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
れ

こ
の
運
動
は
、
こ
う
し
た
実
情
を

踏
ま
え
て
、
す
べ
て
の
町
民
に
交
通

安
全
思
惣
を
普
及
徹
底
し
、
正
し
い

ル
と
�
 7
ナ
ー
の
実
践
を
習

j
7
月
初
日

運
動
の
重
点

①
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

②
飲
酒

・
暴
走
運
転
の
追
放

③
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
交
通
事
故
防
止

ス
ロ
ー
ガ
ン

み
ん
な
で
交
通
?
ナ
ー
を
高
め
よ

、勺
ノ

交
通
事
故
抑
止
作
戦
実
施

7
月

1
日
�
 
月
別
日

jm

こ
の
作
戦
は
、
地
域
に
応
じ
た
交

通
安
全
対
策
の
推
進
を
図
り
、
住
民

の
述
術
感
に
訴
え
て
交
通
安
全
思
恕

を
普
及
、
官
同
協
さ
せ
、
県
民
総
参
加

の
も
と
に
交
通
事
故
の
抑
止
に
成
果

を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
期
間
中
に
町
内
て
、
ま
た
は

勝
浦
町
の
位
民
が
他
の
市
町
村
で
事

故
を
起
こ
す
と
、
そ
れ
が
評
価
対
象

と
な
り
、
勝
浦
町
の
事
故
率
算
出
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。
事
故
率
が
上
が

ら
な
い
よ
う
、
町
民
全
体
で
交
通
安

全
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
�
 

(
特
例
給
付
〕
児
童
手
当
の
所
得
制

限
を
上
回
る
被
用
者
�
 (会
社
員
な
と
)

で
、
特
例
給
付
の
所
得
制
限
内
で
あ

れ
ば
そ
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
�
 

す
。)
く
わ
し
く
は
下
の

に
し
て
く
だ
さ
い
。

。
給
付
額
は
、
月
額
七
千
円
�
 (町
民

税
の
所
得
制
傾
が
課
税
さ
れ
て
い
る

者
は
五
千
円
)
で
す
。

5.

(被
用
者
年
金
加
入
証
明
か
必
要
で

8.

表
を
参
考

B

児童手当所得制限額表�  

(児宣手当特例給付)  

1王種規1ff寄のi'd: 所得ベース 収入ベース� 

O 人� 

151.8 238.4 

2 279.8 180.8 

318209.83 
4 354.75 238.8 

5 267.8 391 

427.252966 
463.57 325.8 

354.8 499.75 8 

老
人
医
療

7
月
|
日
か
ら

新
し
い
受
給
者
証
で

い
ま
ま
で
使
用
し
て
い
た
老
人
医

療
受
給
者
証

「
み
ず
色
�
 
)
は、

六
月

三
十
日
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
受
給
者
証
(
き
色
)
を
送
付

し
ま
し
た
の
で
七
月
一
日
か
ら
は
新

し
い
受
給
者
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

古
い
受
給
者
証
は
、

町
役
場
住
民
福

祉
課
ま
で
七
月
中
に
必
ず
お
返
し
く

だ
さ
い
。

冷
一
房
の
季
節
て
す

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
室
外
部
分
は

日
陰
の
涼
し
い
場
所
に
す
、
え
つ
け
ま

'し

ト晶、つ� F
。

室
温
は
外
気
温
よ
り
凶

1
五
度
低

い
の
が
適
混
で
す
。

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
は

一
1
二
週
間

に

一
度
は
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

君主

0391万円( 6人世帯収入A表
こ
の
中
で
積
極
的
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
交
通
安
全
は
家
庭
内
か
ら
、

そ
の
家
庭
は
母
親
が
中
心
と
な

っ
て

子
供
や
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う
と
い
う
強
い
決
意
の
上
に
立
ち
、

交
通
安
全
家
族
会
識
の
日
の
設
置
を

交
通
安
全
は
母
の
手
で
/

六
月
十
一
日
、
勝
浦
町
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

新
し
い
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

国貝
凡
又
�
 

進
め
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ

の

れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
田
の
会
連
合
会
役
員

(
敬
称
略
)

会

長

竹

山

ス
ミ
(
西
岡
)

A
Z
 

副

会

長

森
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 (坂

本

�
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工
会
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監

事

戸

村

�
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 (生

名

�

 )


織
江

(
坂

本

�

 
)


栄
一
(
措

哨

�

 
)


。号母

慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
交
通
環
境
の

笠
備
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
も
の
で

す
。

期

に
す

¥
手
布

転
配

還
をY
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-
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。

H

件
原
;
!
 

顧

問

様

勢

�

 
茂
明
�
 (西

岡

�

 
)

H

近
藤

L、

f

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
夏の交通安全運動
飲酒運転追放の町

MUS04
テキストボックス
電力だより



(5) 第145号	 カ込 イ〉 つ ら 昭和57年 7月 1日

r 、¥

家庭教育
シリーズ� 

⑬ 

祖
父
母
と

家
庭
教
育

子
供
の
教
育
上
か
ら
考
え
て
、
両

親
だ
け
の
家
庭
と
祖
父
母
を
も
っ
家

庭
と
、
ど
ち
ら
が
子
供
の
た
め
に
な

る
か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
問
題
に
さ

れ
ま
す
が
、
祖
父
母
、
両
貌
の
人
間

関
係
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
な
ら
ば
、

両
親
だ
け
の
家
庭
よ
り
も
祖
父
母
の

い
る
家
庭
の
ほ
う
が
、
子
供
の
全
人

的
な
成
長
の
た
め
に
よ
い
こ
と
は
論

を
ま
ち
ま
せ
ん
。
今
日
の
よ
う
に

共
稼
ぎ
の
多
く
な
っ
た
家
庭
で
は
特

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
家
庭
に
お
け
る
組

父
母
の
座
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

年
寄
り
は
人
生
を
い
ち
ば
ん
長
く

経
験
し
、
人
情
の
機
微
に
ふ
れ
、
苦

楽
を
味
わ

っ
て
き
た
か
た
ば
か
り
で

す
か
ら
、
家
族
の
み
ん
な
が
年
寄
り

を
人
間
と
し
て
尊
重
し
つ
つ
、
お
互

い
に
筋
の
通
っ
た
話
し
合
い
が
明
朗

に
で
き
、
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
を
作

り
出
し
て
行
く
こ
と
庁
、
嫁
と
姑
の

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ

と
が
子
供
の
教
育
上
大
切
な
こ
と
で

す
。次

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
祖
父
母
が
孫
た
ち
に
対
し
て

ど
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
こ

-
用
心

と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
子
供
の
教
育
の
責
任

者
は
両
親
で
す
か
ら
、
祖
父
母
は
両

親
の
教
育
方
針
を
尊
重
し
て
代
行
し

た
り
、
長
い
人
生
経
験
を
生
か
し
た
、

肉
親
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
も
の

の
教
育
を
分
担
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
昔
か
ら

「
お
ば
あ

さ
ん
子
は
三
文
安
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
責
任
が
な
い
か
ら
と
安
易
に

考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
て
、
立
派
な
孫
を

育
て
る
一
役
を
担
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

①
今
の
教
育
の
あ
ら
ま
し
ゃ
社
会

の
動
向
の
だ
い
た
い
を
理
解
す
る

こ
と
で
す
。

②
孫
を
か
わ
い
が
り
す
ぎ
た
り
、

甘
や
か
し
す
き
た
り
し
な
い
こ
と

ー、

で
す
。
め
ん
ど
う
を
み
す
ぎ
、
孫

に
自
分
の
頭
で
考
え
た
り
、
自
分

の
手
で
経
験
さ
せ
た
り
し
な
い
と

子
供
の
自
主
性
を
伸
は
す
こ
と
が

③

一	

人
の
孫
を
特
別
に
か
わ
い
が

ら
な
い
こ
と
で
す
。
孫
が
何
人
か

あ
る
場
合
は
み
ん
な
公
平
に
扱
い

い
つ
も
特
定
の
孫
だ
け
に
物
を
与

え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

④
カ
ミ
カ
ミ
と
叱

っ
た
り
、
く
ど

く
ど
と
子
供
に
注
意
し
た
り
す
る

こ
と
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
子
供

の
言
動
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
も

聞
か
ず
に
頭
か
ら
カ
ミ
カ
ミ
叱
る

こ
と
な
く
、
善
悪
の
わ
け
を
静
か

に
話
し
て
聞
か
せ
、
納
得
さ
せ
た

り
、
考
、
え
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

⑤
非
科
学
的
な
こ
と
を
避
け
る
こ

と
で
す
。
ま
じ
な
い
、
迷
信
な
ど

を
孫
に
教
、
え
る
の
は
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
特
に
共
稼
ぎ
家
庭
で
は
〉

①
子
供
が
帰
宅
し
て
か
ら
筒
親
が

帰
る
ま
で
の
問
は
、
子
供
の
気
ま

ま
に
し
て
お
く
の
で
な
く
、
き
ち

ん
と
し
た
生
活
を
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

②
お
手
伝
い
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
、

両
親
が
働
い
て
い
て
く
れ
る
の
だ

か
ら

「
ぼ
く
も
し
っ
か
り
や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
気
持

を
養
う
、
」
と
が
大
切
で
す
。

③
両
親
に
、
子
供
の

一
日
の
僚
子

を
細
か
に
話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ものそ す分 は 北 よ み 市 インで企ぞた休全工 て平が仲し子
園 地年ろと 。 、、海つ�  Wl区一しがは業れ、む社場メい均夏問た供夏
内え中っこ 冬夏道て間町方て夏多も 交ーと員の|ま二季入がの休
ていて行てろ 休休・多を村、い休くあ代定こが機カす・休り 、砂み
のい事ので みみ東少決の学まみのるでのろー械 I~ 四 i殺|最年と
宿まのレ、 をを 北 具 め 教 校 す を サ な休期も週をな労日を企近中い
泊す ー ジ最 長短ななて育の 。エラど 暇 問 あ 間 止 ど ↑ 量 的 の 実 業 で 行 う
を 。つャ近 くくどるお委場 ン リ、 をにりくめで省夏施のは事と
伴 に|で とし寒より員合 ジ|いとそ、らでは調 休し七大 H

う すをは っていう、会は ヨ?まるれまい、、べみて二人のか
観 る夏、 て、地で地が、�  1 をお ・ も一つ
光 家休家 い そ 方 す 域 夏とりーそって

庭み族 まので 。に休�  ー | つ 、?Jのでは

|
|

夏休み|
い
ま
す 

(総
理
府
調
べ
。)

夏
休
み
は
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
ポ
ー

ツ
に
楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、

気
を
つ
け
た
い
の
が
休
暇
中
の
交

通
事
故
や
水
の
事
故
。
ド
ラ
イ
ブ

旅
行
や
海
水
浴
で
は
十
分
注
意
し

宇
?
し
ょ
、 
7
0ま

た
、
夏
休
み
は
少
年

非
行
が
増
え
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の

い
る
家
庭
で
は
、
生
活
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
な
い
よ
う

に
気
を
配
り
、
心
を
引
き

締
め
ず
夏
休
み
を
過
ご
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。 

で
き
ま
せ
ん
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
月
別
に
見

る
と
、

一
年
の
っ
ち
で
八
月
が
最

も
多
く
、
七

・
八
月
を
合
わ
せ
る

と
年
聞
の
三 

近
く
を
占
め
て

o
r

;07 
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う
と
こ
ろ
も
で
て
く
る
た
め
、
最
も

大
切
な
も
の
は
両
方
に
入
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
世
界
に
は
百
五
十
を
こ
す

国
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
固
め
な

か
に
は
、
大
き
な
国
や
小
さ
な
国
が

あ
り
ま
す
が
、
民
族
の
自
決
権
と
い

う
考
、
え
か
た
は
国
の
大
小
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
国
の
進
路
は
そ
の
内

部
の
人
々
が
決
め
る
べ
き
こ
と
で
あ

っ
て
、
外
か
ら
お
し
つ
け
る
こ
と
は

て
も
「
自
由
権
規
約
」

に
は
批
准
し
な
い
と
い

規
約
」
と
「
自
由
権
規

約
」
の
両
者
に
な
ぜ
入

っ
て
く
る
の
か
と
い
う

と
、
国
に
よ
れ
ば
「
社

会
権
規
約
」
は
批
准
し

社
会
権
規
約
と

自
由
権
規
約
の
共
通
点

「
社
会
権
規
約
」
と

「
自
由
権
規
約
」
と
は


そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
速
い


ま
す
が
、
両
者
の
中
に


定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と


民
族
自
決
権
(
第
一

条
) 

O

他 -

¥F 

O
万
人
平
等
(
第
二
条
)

男
女
の
平
等
(
第
三

条
)

こ
れ
ら
が
「
社
会
権

O が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

で
き
な
い
と
い
う
考
え
か
た
や
、
独

立
の
国
家
を
形
成
し
て
い
な
い
民
族

が
自
主
的
に
進
む
べ
き
方
向
を
認
め

よ
う
と
い
う
こ
と
あ
含
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
こ
の
規

約
に
規
定
す
る
権
利
が
、
人
種

・
皮

膚
の
色

・
性 

一言語

・
宗
教

・
政
治

的
意
見
そ
の

の
意
見

・
国
民
的
若

し
く
は
社
会
的
出
身
(
部
落
問
題
は

こ
の
中
に
入
る
)
・財
産

・
出
生
又
は

他
の
地
位
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も

な
し
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す

る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
定
め
て
一

切
の
差
別
を
す
べ
て
否
定
し
、
万
人

は
平
等
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
明

確
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
権
規
約
の
内
容

差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
経
済

的
な
裏
付
け
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
「
社
会
権
規

約
」
の
基
本
的
な
ね
ら
い
で
す
。

「
社
会
権
規
約
」
の
一
番
最
初
に

具
体
的
な
条
項
と
し
て
替
か
れ
て

い

る
の
は
、
第
六
条
の

「働
く
権
利
」

で
す
。
人
権
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

人
々
に
働
く
権
利
を
認
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
出
発
す
る
と
い
う
こ
と
。
逆

に
い
う
と
失
業
者
は
人
権
が
保
障
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

職
場
も
な
く
、
収
入
が
な
け
れ
ば
、

い
く
ら
、
す
べ
て
の
人
聞
は
生
き
る

権
利
が
あ
る
と
か
、
人
権
を
守
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
も
世
の
中
は

真
っ
暗
で
、
家
の
中
の
雰
囲
気
も
時

く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
人
々
に
働

く
権
利
を
認
め
、
収
入
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
人
権

が
守
・
叱
れ
て
い
く
と
定
め
て
い
る
の

で
す
。第

六
条
の
一
項
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
に
働
く
権
利
を
認
め
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
「
部
落
地
名
総
鑑
」
を
作

っ
て
「
部
落
出
身
者
お
こ
と
わ
り」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
や
、
「
在
日
朝
鮮

人
だ
か
ら
お
こ
と
わ
り
」
と
い
っ
た

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、

二
項
目
に
は
、
も
し
も
失

業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
政
府
は
責

任
を
も
っ
て
計
画
的
に
職
業
訓
練
所

や
職
場
を
つ
く
り
、
完
全
雇
用
を
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
こ
れ
か

ら
の
部
落
問
題
の
解
決
を
考
え
て
い

く
う
え
で
、
重
要
な
点
で
す
。
環
境

改
善
も
必
要
で
す
が
、
そ
の
う
え
に

枕
臓
の
機
会
均
等
を
保
障
し
て
い
く

と
い
う
課
題
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
六
条
は
大
い
に
役
立
つ
条
項
で

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

次
に
、
仕
事
が
保
障
さ
れ
て
い
る

人
は
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
さ
ら
に
公

正
か
つ
有
利
な
労
働
条
件
が
保
障
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
第
七
条
で

は
、
た
と
え
ば
賃
金
の
問
題
、
労
働

条
件
や
昇
進
昇
格
の
問
題
な
ど
を
定

め
る
と
と
も
に
、
賃
金
と
い
う
も
の

は
労
働
者
本
人
と
そ
の
家
族
が
「
人

権
規
約
」
に
保
障
さ
れ
た
生
活
が
営

め
る
だ
け
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

昇
進
昇
格
に
お
い
て
も
、
本
人
の

年
功
と
能
力
以
外
の
こ
と
で
差
別
し

て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
休
息
の
権
利
、
と
く

に
祭
日
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
形

で
報
酬
を
出
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て

い
て
、
日
給
と
い
っ
た
形
で
働
い
て

い
る
人
の
休
息
を
権
利
を
認
め
て
い

ま
す
。

わ
が
国
に
お
け
る
人
権
擁
護
の
歴

史
を
考
、
え
る
と
、
国
際
人
権
規
約
の

批
准

・
発
効
と
い
う
で
き
ご
と
は
、

戦
後
新
怒
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に

比
べ
て
、
勝
る
と
も
劣
る
こ
と
の
な

い
、
ま
さ
に
画
期
的
な
で
き
ご
と
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
的
な

意
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
に

も
人
々
の
関
心
は
弱
い
と
い
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
無
関
心
さ
こ
そ
、
わ
が
国
に

お
け
る
差
別
や
人
権
無
視
の
根
強
い

実
情
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
、
え
ま

し
ょ
う
。
こ
の

「
人
権
規
約
」
の
批

准

・
発
効
を
期
に
、
本
当
に
差
別
な

き
、
明
る
い
社
会
の
建
設
に
す
べ
て

の
人
び
と
が
立
ち
上
が
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

口
日
出

却
白
川

口
日
嗣

お
日
幽

回
日
附

し
ま
す
の
で
、
時
間
に
お
く
れ
な
い

よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

853  

生
花
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

例
会

踊
り
教
室

日
制

手
芸
教
室

民
話
教
室

音
頭
教
室

生
花
教
室

踊
り
教
室

民
話
教
室

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

十
回
公
会
堂 
)

u

-
h

予{シ

/
f
h
p

各
教
室
と
も
午
後
八
時
か
ら
開
講

日日日

ア月定例人権・行政� 

j山配ごと合同相談

*日時	 フ月2日間

午前10時~午後3時

*場所	 住民福祉センター

音
頭
教
室

(ね(月)(土)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別
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③ 

d e 
'4
・、

."、"

ち
ゅ
う
菅
け

く
ら
、
か
り
忠
助

勝浦町の

民 話 �  

勝
浦
川
の
中
流
に
勝
浦
町
が
あ
り
、

そ
の
中
ほ
ど
に
横
瀬
怖
が
あ
る
。

こ

の
怖
の
手
前
の
遂
を
左
に
と
っ
て
三
J

ほ
と
行
く
と
、
立
川
と
い
う
勝
浦
川

の
支
流
に
ぶ
つ
か
り
、
さ
ら
に
問 
J

ほ
と
行
く
と
八
聞
と
い
う
淵
が
あ
る
。

ず

っ
と
昔
の
こ
と
、
山
か
ら
八
問

!実

jf
ij

i噌 j

第
三
回
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

5
月
幻
日 
l
M
日

こ
の
大
会
は
、
町
内
の
テ
ニ
ス
愛

好
者
に
よ
る
大
会
で
、
十
五
組
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
準
々
決
勝
か
ら

の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

登

木

義

弘

・
山
田

徹

準

優

勝

上

肝

寿

治

・
山
間
普
章

※
毎
週
金
幅
日
と
日
附
日
の
午
後
八

時
か
ら
勝
浦
中
学
校
体
育
館
で
練
溜

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
く
参
加

を
希
望
さ
れ
る
か
た
を
歓
迎
し
ま
す
。

木
こ
り
は
材
木
の
中
心
の
赤
身
の
と

こ
ろ
だ
け
を
切
り
と
っ
て
外
側
は
そ

の
ま
ま
に
し
て
、
も
と
の
よ
う
に
茂

ら
し
て
お
く
の
だ
と
い
う
う
わ
さ
が

た
つ
た
。

こ
の
う
わ
さ
を
聞
い
た
番
人
は
、

以
前
に
も
ま
し
て
見
は
り
を
き
び
し

く
し
て
い
た
が
、
そ
ん
な
あ
る
日
、

「
コ
リ
ゴ
リ
、
コ
リ
ゴ
リ
」
と
大
の

こ
ぎ
り
で
木
を
ひ
く
音
が
、
怖
か
な

山
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。
番
人

は
、
ソ
レ

ソ
と
は
か
り
勢
い
込
ん
で
、

の
す
る
と
こ
ろ
に
近

づ
い
て
い

っ

た
。
す
る
と
、
前
の
方
で

一
生
懸
命

に
木
を
ひ
い
て
い
る
も
の
が
い
る
。

「
は
は
あ
、
こ
い
つ
が
木
こ
り
の
忠

す

け

句

、

，

け

助
か
」
固
番
人
が
中
川
助
を
捕
え
よ
う
と 

と
か
ら
こ
の
地
を

「
く
ら
が
り
」
と

い
う
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
祁
釘
川
べ
り
ま
で
逃

げ
た
忠
助
は
、
大
雨
の
た
め
水
か
さ

を
地
し
ご
'つ
ご
う
と
流
れ
る
川
の
中

へ
材
木
を
投
げ
込
み
、

自
分
も
そ
の

川
の
中
へ
ざ
ぷ
ん
と
飛
び
込
む
と
、

次
の
瞬
間
、
忠
助
の
か
ら
だ
は
身
軽

に
材
木
の
と
に
乗

っ
て
い
た
。
一

本

県
民
ス
ポ
ー
ツ
察

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日

6
月

4
日

1
n

家
庭
婦
人
の
部

選予町

の
材
木
の
上
に
乗

っ
て
、
も
の
す
ご

い
激
流
を
巧
み
に
繰
つ

っ
て
い
く
忠

助
の
手
に
は
、
相
変
わ
ら
ず
犬
き
な

の
こ
ぎ
り
が
揮
ら
れ
て
い
た
。

こ
う

し
て
下
流
の
中
山
に
治
い
た
と
き
に

は
、
す

っ
か
り
見
ご
と
な
板
に
ひ
き

わ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

文

責

読

書

友

の

会

優

勝

準
優
勝

検
制
チ

生
比
奈
ク
ラ
ブ

壮
年
の
部

催

勝

償

制

州

チ 

ム

準
俊
勝

l

中
山
チ

地
区
対
抗
男
女
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

i

も
あ
る
お
料
を
切
り
出
し
て
そ
の
滝

口
か
ら
淵
へ
流
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

そ
の
お
ね
が
滝
つ
ぼ
深
く
入

っ
て
し

ま
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
れ
か
ら
後
、
こ
の
脚
を

「川
町
の

淵
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の

淵
か
ら
少
し
奥
へ
入
る
と

「
く
ら
が

り
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

今
か
ら
百
年
余
り
前
ま
で
は
、
こ


の
立
川
の
あ
た
り
の
山
々
は
、
ほ
と


ん
ど
阿
波
の
藩
主
峰
須
賀
家
の
も
の


だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
に
は
い


つ
も
番
人
が
お
か
れ
、
山

の
見
は
り


を
し
て
い
た
。


そ
の
こ
ろ
、
那
賀
郡
の
山
里
一
に
忠

郎
と
い
う
木
こ
り
が
住
ん
で
い
た
。

忠
跡
は
、
折
々
こ
の
山
に
米
て
番
人

ーE一一ーーー司・司ム

-
女
子
の
部 

(
日
チ 

ム

優

勝

中

角

チ 

ム
l i

準
優
勝
棚
野
チ
ー
ム

kv
女
子
優
勝
は
中
角
チ 

-
男
子
の
部 

(
9
チ
!
ム

優

勝

棚

野

チ 

ム
l

準

優

勝

機

瀬

チ

ー
ム

立日

.一一 
  
- .ョ_}r・・・・・・・邑4

4

a

H

a

H

A

a，

登木・山田チーム

「

追
い
か
け
る
と
忠
助
は
数
十
貨
も

あ
る
材
木
を
ヒ
ョ
イ
と
か
つ
い
で
向

こ
う
側
の
沌
の
岩
の
上
へ
飛
び
上
が

り
、
な
に
く
わ
ぬ
以
を
し
て
材
木
を

ひ
い
て
い
る
。
番
人
が
木
や
岩
か
ど

を
っ
た
っ
て
一
生
懸
命
追
っ
て
い
く

の
目
を
盗
ん
で
は
木
を
切
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の

・・・・・・・4 可・・・・・・・・・・・・・・..- -

・盟国固~~iIr心寸 

西
浜
・
森
本

美
馬
・
滝

口

美
馬
・
信
政

登

木
・
山
田
働

森
上

・中
瀬

上

野

・山
田
働

松
村
・
横
田

山
西
・
森
本

優勝

"'主孟三三苫� 

‘-・・・・・・・・・・・kv P円

初
優
勝
の
男
子
機
野
チ 

ム中立川にある八問の淵

にもある逃のを追と
逃見たとがこか つ
げえり 、すとって次
らなカ唱どまで、いもの
れく其うい追で谷谷
てな っ しとい逃かへ
し つ l消た飛 つげらヒ
までにこびめて谷ヨ
つ となとかていへイ�  
fこうりカ、ヵ、 こく，'~、:。
。 と 、 き ろ ん 。助Z追
こっ 一日ゆっど やは つ
の忠;寸1うとこっ付て
こ 助3先3にすそと木も�  

ー¥

「 、

相
原

l
ム

l
ム

亨ム
l
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スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
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くらがり忠助
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「
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
日
」
が
昭
和

主
十
五
年

一
月
に
設
定
さ
れ
て
か
ら

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
問
、
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
た

坂
本
区
、
棚
野
区
、
沼
江
区
を
は
じ

め
各
地
域
で
青
少
年
健
全
育
成
の
た

め
の
学
習
会
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
親

子
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
児
童
の
文
集

発
行
、
地
域
住
民
の
親
睦
と
連
帯
を

深
め
る
た
め
の
芸
能
大
会
や
消
掃
活

動
な
と
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
石
の
上
に
も
三
年
」
と
い
う
こ
と

ば
が
あ
り
ま
す
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
定

着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
す

が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
運
動
は
、
早
急
に
成


果
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
、
長
く


継
続
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
定


着
の
深
ま
り
が
進
む
の
で
す
。

伺
除
草
剤
は
悔
雨
明
け
直
後
十
日
当


H同

I

。

l

農


作
 な
く
し
よ
う
州
地
域
の
連
幣
を
強

日
当
た
り
三
位
を
散
布
す
る

め
よ
う
と
い
う
四
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に

定
着
さ
せ
る
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ふるさとを

者える目

毎月第� 1日曜日

税
金
は
み
ん
な
の

だ
め
に
使
わ
れ
る

私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団

体
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
や
科
学

の
振
興
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い

分
野
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
必
要
な
費
用
は
、
そ
の
社

会
を
憐
成
し
て
い
る
私
た
ち
み
ん
な

が
分
担
し
、
出
し
合
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
税
金
で

す
。国

の
活
動
を
表
わ
す
昭
和
五
十
七

い
ま

一
度
、
山
ふ
る
さ
と
の
自
然

を
大
切
に
し
環
岐
の
美
化
に
つ
と
め

よ
う
山
家
族
の
結
び
つ
き
を
強
め

よ
う
閉
幕
し
を
合
型
化
し
む
だ
を 

・
葉
い
も
ち

窒
素
過
多
の
状
態
に
な
る
と
発
病

ガ
の
防
除
、
硫
酸
ニ
コ
チ
ン
八
百
倍
、

加
用
エ
ル
サ
ン
水
利
剤
八
倍
を
散
布

す
る
。

同
九

・ 

、 

機
化
成

N

O
施

肥

幼
木
の
施
肥
は
、
年
間
施
肥
量
で 

し
や
す
い
の
て
、
追
肥
は
分
施
す
る

の
が
よ
く
、
業
い
も
ち
が
発
生
す
る

と
、
首
い
も
ち
の
発
生
に
つ
な
が
る

の
で
葉
い
も
ち
の
み
ら
れ
る
水
稲
で

は
ラ
フ
サ
イ
ド
、
カ
ス
ミ
ン
、
ヒ
ノ

ザ
ン
な
と
の
乳
、
粉
剤
を
散
布
す
る
。

山
間
冷
水
掛
り
の
所
で
は
、
う
回

水
路
や
混
め
回
の
利
用
、
回
越
し
掛

流
し
、
浅
水
な
ど
で
水
泌
を
高
め
る

よ
う
に
す
る
。

-
紋
枯
病

多
肥

・
密
植
栽
培
の
普
及
で
紋
枯

病
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

発
生
時
期
は
七
月
中
旬
か
ら
み
ら
れ
、

八
月
い
っ
ぱ
い
増
加
し
、
発
病
度
の

高
い
水
稲
で
は
か
な
り
の
減
収
が
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

早
期
防
除
が
必
市
首
て
、
七
月
二
十

日
ご
ろ
に
十
吋
当
た
り
ネ
オ
ア
ソ
ジ

ン
、
パ
リ
タ
シ
ン
粉
剤
を
四
銘
以
上

を
+
治
水
し
て
株
元
に
散
布
す
る
。

ネ
オ
ア
ソ
ジ
ン
に
よ
る
薬
害
は
出

穂
十
二 
1
十
三
日
前
に
最
も
発
生
し

や
す
い
の
で
同
剤
の
使
用
は
拙
胞
の
で

る
半
月
前
ま
で
と
し
て
、
そ
れ
以
後

の
防
除
は
パ
リ
ダ
シ
ン
、
パ
シ
タ

ッ

ク
ス
ま
た
は
ポ
リ
オ
キ
シ
ン
粉
剤
を

散
布
す
る
。

摘

果

過
密
果

・
不
良
果
は
間
び
き
す
る
。

七
・
二

P

五

・
四

-
K

除

草

箆
が
必
要
で
す
。

一
回
当
た
り
、
有

五
号
を
使
用
す
る
と

O
八
A

た
り
ワ
イ
ダ
ソ
ク
水
和
剤

一
・
五
箆
・

き
は
十
日
当
た
り
二
十
銭
と
な
り
ま

l

す
。

病
害
虫
防
除

l

-
ウ
ン
カ
・
ヨ
コ
バ
イ

ヒ
メ
ト
ヒ
ウ
ン
カ
は
、
稲
し
ま
は


が
れ
病
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
は
稲


黒
点
病
・
ミ
カ
ン
ハ
ダ

ニ 
(上
中
旬
)

い
し
ゅ
く
病
を
媒
介
す
る
の
で
防
除


六
百
倍
、
加
用

が
必
要
で
す
。
七
月
イ
日 

七
月
十


五
日
ご
ろ
が
第
三
固
め
幼
虫
の
ピ
ー


ク
に
な
る
の
で
、
そ
の
時
期
に
防
除


を
す
れ
ば
効
果
は
高
い
で
し
ょ
う
。


防
除
薬
剤
は
サ
ン
サ
イ
ド
、
パ

サ
・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粉
剤
な
と
を
十

i

y

グ
ラ
モ
キ
ソ
ン
三
百
わ

・
多
年
生
雑

草
に
は
ラ
ウ
ン
ド
ア

ッ
プ
百
倍
液
を

散
布 

(幼
木
・
雑
柑

・
野
菜
の
間
作

を
行
う
園
は
、
ハ
イ
パ
ー
メ

・
カ
ソ

ロ
ン
は
散
布
し
な
い 
)
す
る
。

梅
雨
明
け
後
幹
燥
し
た
場
合
は
か

ん
水
す
る
。

岡

か
ん
水

病
害
虫
防
除

エ
ム
ダ
イ
フ
ァ

ダ
ニ
カ

ソ
ト
千
倍
を
散
布
す
る
。

か
い
よ
う
病
(
中
旬
)

銅
水
和
剤
八
百
倍
ま
た
は
マ
イ
シ

ン
剤
千
倍
を
散
布
。

幼
木

・
若
木
は
ミ
カ
ン
ハ
モ
グ
リ

、、，

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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中坂

主主滝 村前 一¥

戸 、

J 

小犬� 100円� 

H

善

意

~ 

不用犬買上げ日

7月 7日(7}0

あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

平
岡
恒
雄
さ
ん 
(坂

河

野

豊

さ

ん 

(坂

小
井
手

一
夫
さ
ん 

(生

永
井
伊
平
さ
ん 
(星

阿
波
勝
浦
エ
ビ
ネ
愛
好
会

谷名本本

代

表

伊

丹

治

生
比
奈
楽
三
連
合
会

会

長

豊

田

要

助

以
上
の
か
た
か
ら
、
町
善
意
銀
行

「

横

瀬

徳
島
市

「

中

角

/徳
島
市

ヘ

黒

岩

/
徳
島
市

¥

久

国

/三
好
郡

「
中
山

/
小
松
島
市

ヘ

生

名


徳
島
市


f f fヘ

中

山


徳
島
市


「
中
山 

小松 小平 中森
上野崎本内本田岡溝村

立
山
右

三
輪

苗
木
今
日
も
刷
、
え
い
る

横

瀬

谷

翠

山

わ
が
山
の
境
に
立
て
る
保
安
林
の
杭

黄
金
に
陽
を
は
じ
き
お
り

横

瀬

広

安

美

校

子

広
き
臨
の
心
な
る
か
な
敵
国
の
孤
児

育
て
た
り
思
し
ゅ
う
越
、
え
て

横

瀬

比

留

間

一

五
十
路
を
過
ぎ
袋
疲
れ
の
傍
ら
に
夫

を
案
じ
る
寝
息
の
底
に

中

山

構

内

喜
美
代

軒
ご
と
に
さ
っ
き
並
べ
て
平
和
な
り

大
正
生
れ
の
吾
ま
だ
老
い
ず
に

中

山

栗

城

絹

腹
継
い
で
く
れ
る
息
な
ど
な
け
れ
ど

も
五
日
は
あ
し
た
の
鎌
を
研
き
い
る

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

保
育
所
に
通
い
は
じ
め
し
孫
の
顔
生

き
生
き
と
し
て
愛
し
さ
の
増
す

立

川

前

田

チ

エ

子

使
は
な
く
な
り
て
久
し
き
古
井
戸
に

か
す
か
に
揺
れ
て
ゆ
き
の
下
の
花

立

川

堀

梅

子

竹
の
皮
お
り
を
り
落
つ
る
音
の
中
こ

の
静
け
さ
は
昨
日
に
つ
づ
く

習
字
学
級

七
月
十
三
日
(火
)

徳
島
市

f

下谷 香呑 武朔

-v
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主1I易{

子人守
信
子

洋 知敏 笑
子茂 見和 子 賢窓

淳
子

重
夫

直
美

宙教孝
子司 子正

中川口}II 

生

名

丸

山

香

月

藤
か
ず
ら
杉
に
巻
き
付
き
高
々
と
花

房
揺
れ
て
朝
日
に
峡
ゆ
る

中

角

平

間

豊
子

飛
び
交
、
え
る
蝶
の
羽
音
の
ひ
そ
け
き

に
鍬
と
と
め
聞
く
春
の
息
さ
し

生

名

麻

木

嘉
太
郎

防官
て
の
日
奇
異
の
眼
で
見
し
身
障
者

の
集
団
の
中
に
今
わ
れ
は
居
り

流
さ
れ
し
上
皇
遂
に
神
と
な
り
隠
岐

の
小
島
に
織
ま
り
ま
せ
り

掛

谷

斉

藤

重

子

胸
う
ち
に
期
待
秘
め
つ
つ
逢
う
図
の

噴
水
の
穂
が
風
に
乱
る
る

沼

江

大

阿

梅

子

拍
手
を
打
ち
て
拝
か
む
旭
の
中
に
縫

子
鳩

一
羽
と
切
れ
つ
つ
鳴
く

横

瀬

稼

勢

広
夫

出
一
詠
は
包
月
七
日
ま
で
に

」
二
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
完
勝
浦
町
三
渓

稼
剖
背
広
夫
さ
ん
(
朝
団
景
〉
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
、

そ
の
旬
以
は
俳
句
と
受
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ

さい。

ご
結
婚
お
め
で
と
う

V
値 

お
誕
生
お
め
で
と
う

わた;しの

短 作品

歌

地
下
足
袋
に
土
の
出
も
り
馴
染
み
来

て
カ
を
入
れ
つ
粒
苦
土
を
撒
く

坂

本

日

浦

翠

峰

老
の
身
の
尚
働
け
る
幸
せ
を
鎌
に
伝

え
て
い
た
わ
り
使
、
っ

坂

本

谷

富

士

一
日
に
二
干
の
卵
を
生
む
と
言
ふ
女

王
隣
に
貫
禄
あ
り
て

与

川

内

新

居

義

子

賞
の
蝶
が
棚
田
に
満
つ
る
え
ん
ど
う

の
支
桂
谷
間
に
も
つ
れ
て
遊
ぶ

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

角本

阿

部

道

晴

久
保
田
君
子

f
m
u

ま反 久

山
会
ど/パ

森
岡
泰
生
/

敬
子
」
一長

男

拓

輝 子 也

老
眼
鏡
よ
う
や
く
吾
に
馴
染
み
来
て

開
く
歌
集
の
文
字
確
か
な
り

横

瀬

中

国

ヤ

ス

ヱ

土
に
生
く
州
肢
の
魂
ま
だ
硲
か
再
起
の

T

J 

新
居
和
男こ

一長

女

明

感

一寸
¥

N
P
|
]
山
本
精
義

順
子
三

一男

直

堀� 

F
」
刀
ロ
/

社
会
総
合
大
学

側

+

d

L

必
ー
可

・犬
苅

飼 

工
日

一二
女
佳
余
子

京
子
¥

野

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ 

時

間

午

後

七

時 

午
後
九
時

l

七
月
二
十
七
日 
(火
)

jヤド月引日7 

) 成犬300円

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

星与棚生�  
JlI 

谷 内 野名

小
井
手
キ
ヨ
ノ 

(
位
歳 
)

乾

チ

カ

ノ

(

刀

歳 

)

山

田

ヤ

ヱ

ノ 

(
沌
歳 
)

永

井

シ

ゲ

ヱ 

(
刀
歳 
)

墨
総
学
級

七
月
七
日 
(水 
)

七
月
十
七
日 
(土
)

時

間

午

後

七

時
三
十
分 
i
午
後

場
戸斤

九
時
三
十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

場

所

福

祉

セ

ン

タ

和

室

短
軟
学
級

七
月
十
日 
(土 
)

時

間

午

後

一
時
三
十
分 
1
午
後

場
戸斤

五
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室
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MUS04
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わたしの作品



0)(1

山横

(月� 

月日 フ 月� 2

11

月 日 時 間

ア月ア日
体)

昭和57年 7月 1日 カ為 ぺ〉 つ ら 第145号

日@)

時間 午 日 時~ 午前9時~午前9時;1
時午後2時 午後2時

場所 農村婦人の家(生比奈IJ¥学絞月リてーす。)

横� 52
胃 横� 52胸部レント

成人病模ô~窪田 ゲン横52

田 電 図
内容 胃 透視 レントゲン 液 測 原定

聴打 å~

場 所

午前9時30分~11時| 石原センター

午後 1 時~3時 生 比奈農 協

午前9時30分~1 1a号 今 山公会堂ア月12日
)午後 T 時~3時 星 首 公 会 堂

午前9時30分~11筒 原 本 集 会 所ア月22日
休)午後 T 時~3時 垣本事業所

乳
児
健
康
診
査

ー ー 1 r~ .早期発見�  / 

兆三戸ユ-'.~\ 内賞、
ザ品�  04" - ， '.:~':..~~~司i・ 1"

春、f早期三台� 

げ ι河メ長手工

伏?、¥ミ??治一

主、ミナ 工L 考

と

き

と
ニ
ろ

該
当
児
�
 七

月
十
六
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
�
 三
時

勝
浦
病
院

i

昭
和
五
十
六
年
八
月
一
日

1
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

に
生
れ
た
児
。

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

成
人
病
検
診

慢
性
に
経
過
す
る
成
人
病
が
最
近


特
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
定
期
検
診


を
受
け
て
予
防
に
心
が
け
て
く
だ
さ


い
。
日
艇
は
次
の
と
お
り
で
す
。


。
料

金

無

料

�

 (血
液
検
査
の
み

一


項
目
に
つ
き
二
百
二
十
円
�
 
)

〆、-

g
隼
巴
一
度
隊

m加
し
て
い
る
今
回
、
年
に

総
合
横
診
�
 

乳
児
健
康
診
査

七
月
二
十
三
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日

1
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

健
康
チ
ヱ
吻
ク
�
 

き

a

と

総
合
検
診
と
は
、

一
つ
の
場
所
で

多
く
の
検
診
を
す
る
こ
と
で
す
。
成

と
こ
ろ

該
当
児
�
 

人
病
が
�
 

※

-R



生
れ
た
児
。

母
子
手
帳
を
'
」
持
参
く
だ
さ
い
。

寝
汗
を
な
お
す
方
法

山
芋
、
と
ろ
ろ
い
も
な
ど
を
焼
い

て
た
べ
る
と
よ
い
。
焼
き
か
た
は
金

網
に
の
せ
て
で
も
、
熱
灰
の
中
に
入

れ
て
で
も
よ
い
の
だ
が
、
生
や
け
に

な
ら
ぬ
よ
う
に
十
分
に
火
を
通
す
こ

と
が
大
切
。
焼
け
た
ら
皮
を
む
い
て

塩
を
つ
け
て
食
べ
る
。
強
精
、
強
壮

剤
と
し
て
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

こ
の
検
診
は
肺
結
核
の
み
て
な
く

肺
ガ

ン
や
心
臓
疾
患
な
ど
の
発
見
に

も
役
立
ち
ま
す
。

次
の
日
程
で
巡
回
し
ま
す
か
ら、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

。
受

診

料

無

料

。
仕
事
着
の
ま
ま
で
も
自
由
に
受
け

ら
れ
ま
す
�
 (ボ
タ
ン
・
金
具
の
な

い
下
着
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

一
肢
は
健
康
チ
エ

ン
ク
が
必
要
で
す
。

次
の
と
お
り
各
祈
検
診
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

。
料
金
問
検
診
の
み
」
八
百
円

。
胃
険
診
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、

朝
絶
食
に
し
て
く
だ
さ
い
。

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
横
診

胃
カ
ン
は
、
四
十
歳
を
過
さ
る
と

急
激
に
増
加
し
ま
す
。
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
年
一
回
は
梢
極
的
に
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

夕
食
後
は
例
も
食
べ
な
い
よ
う
に

し
、
検
念
日
は
絶
食
に
し
て
く
だ
さ
�
 

※
 

ハ百
円

月 日 時 間 場 所� 

10 :00~10 : 30 与川内事業所�  

10 : 40~11 :10 (与川内〉山西商居侵

ア月 T白(木) 11 :20~12 :00 垣 本 事 業 所� 

13 :00~ 13 : 40 坂本区民集会所�  

13 :50~14 :20 (版本〉林栄一宅横 

14 :40~15 :20 徳島パス横瀬宮業所債

t
v
 

料
金

月 日 場所

午前9時~
生比奈震協� 

7月7
開

日 11時� 

午前9時~勝湾町農協
11時

時間

夜間救急当番表 ※ 

3日

5日

フ日

9日

⑪日

13日

15日

17日

ア同 T日

上勝�  52療 所 �  

山西医院

勝浦病院�  

上勝第2診療所

湯浅医 院 �  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病 院 �  

勝浦病院 �  

19日

21日

上勝診療所�  

山西医院 �  

@日

27日

23日

29日

31日

上勝第 2ð~療所 
湯浅医 院 �  

勝浦病院

勝浦病 院 �  

赤岩医 院

*平日 午後6時~翌日午前9時
*休日 午後フ時~翌日午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス




